
私・僕の自我領域。自然界から抜け出たと自覚される我の特定領域。自然界に埋没しなくなった自己意識
の範疇。「ヰウ」は、主に丁寧語、女性語。
あなた・君（お前・坊や：男）、君（娘さん：女）の自我領域。自然界から抜け出たと自覚される我の特定領域
を認識する他我。自然界に埋没しなくなった他己意識の範疇。
彼・彼女・彼ら・彼女らの自我領域。自然界から抜け出たと自覚される我の特定領域を認識する第三者の
男我、女我。自然界に埋没しなくなった第三者の男己、女己意識の範疇。
複数の自己意識の集合。ヰウタ、ヲグタ、ナトゥラタ、トルタ、コルタ、カウラタ、カウノレータを形成する。

ヰウ（私）、ヲグ（私、我、余、吾、僕、我輩、
自分）
ナトゥラ（其方、貴方、貴女）、トル（君）、コル
（君女）
カウラ・カウノレワ

我
燈

2009年12月現在　第三期岩崎式日本語

２、第三期岩崎式日本語燈詞の種類　（文頭に置いて特定の自我領域を宣言する。）

言語に何らかの支障がある人のうち、
●重度の解離を慢性的に引き起こしている女性
●DSM-IV-TRに規定される全ての解離性障害者（解離性健忘、解離性遁走、解離性同一性障害、離人症性障害、解離性昏迷、トランス、憑依障害）
●性的虐待で重度の解離・離人を引き起こした一部の女性
●その他の解離症状（解離性失声、解離性知覚麻痺）
●初期の統合失調症
●アスペルガー症候群
●一部の旧神経症（パニック障害、強迫神経症、対人恐怖症、単一恐怖、広場恐怖、社会恐怖）のうち、解離を伴う場合
●カプグラ症候群
●フレゴリ妄想
●コタール症候群

●あらゆる言語活動が困難な人（重度の知的障害）
●一部の統合失調症
●重度の自閉症
●ブローカ野失語・ウェルニッケ野失語

第三期岩崎式日本語を理解できた人の有する精神疾患

第三期岩崎式日本語が効かない（または未確認の）場合

１、第三期岩崎式日本語と各精神疾患（2009年12月現在。全て日本人）

第三期岩崎式日本語を必要としない場合

タ

●現代日本語を話すのに障害がない人の全て
言語に支障が出ない精神疾患の全て（以下に例）
●境界性パーソナリティ障害
●解離を伴わない旧神経症
●PTSD
●鬱病
●一般の共感覚者



男
我
燈

男性の自我に付す。

神
仏
燈

一部の共感覚者・解離性障害者の自我に付す。

自己意識が認識する遠近。これ、それ、あれ、どれ。解離において、「こそあど」と区別。

自己意識が認識する遠近。この、その、あの、どの。解離において、「こそあど」と区別。

2009/5時点 2009/8時点 2009/12時点 備考

書か 書か 書か 未然常観言。
書かん 書かう 書く 未然心描言。未だ然らざる事態にとどまる心情。
書かい 書かい 書き 未然抽化言未然。未だ然らざる事態への努力の未だ然らざる心情。
書かい 書かお 書こ 未然抽化言已然。未だ然らざる事態への努力の已に然る心情。
書かあ 書かあ 書かー 未然抽出言未然。未だ然らざる事態への甚大な努力の未だ然らざる心情。
書かあ 書かえ 書け 未然抽出言已然。未だ然らざる事態への甚大な努力の已に然る心情。
書き 書き 書き 連用常観言。
書きん 書きう 書く、書きゅ 連用心描言。用言に連なる事態にとどまる心情。
書きい 書きい 書きー 連用抽化言未然。用言に連なる事態への努力の未だ然らざる心情。
書きい 書きお 書こ、書きょ 連用抽化言已然。用言に連なる事態への努力の已に然る心情。
書きあ 書きあ 書か、書きゃ 連用抽出言未然。用言に連なる事態への甚大な努力の未だ然らざる心情。
書きあ 書きえ 書け 連用抽出言已然。用言に連なる事態への甚大な努力の已に然る心情。
書く 書く 書く 終止常観言。
書くん 書くう 書くー 終止心描言。終止する事態にとどまる心情。
書くい 書くい 書き 終止抽化言未然。終止する事態への努力の未だ然らざる心情。
書くい 書くお 書こ 終止抽化言已然。終止する事態への努力の已に然る心情。
書くあ 書くあ 書か 終止抽出言未然。終止する事態への甚大な努力の未だ然らざる心情。
書くあ 書くえ 書け 終止抽出言已然。終止する事態への甚大な努力の已に然る心情。
書く 書く 書く 連体常観言。
書くん 書くう 書くー 連体心描言。体言に連なる事態にとどまる心情。
書くい 書くい 書き 連体抽化言未然。体言に連なる事態への努力の未だ然らざる心情。
書くい 書くお 書こ 連体抽化言已然。体言に連なる事態への努力の已に然る心情。
書くあ 書くあ 書か 連体抽出言未然。体言に連なる事態への甚大な努力の未だ然らざる心情。
書くあ 書くえ 書け 連体抽出言已然。体言に連なる事態への甚大な努力の已に然る心情。
書け 書け 書け 已然常観言。
書けん 書けう 書く、書きゅ 已然心描言。已に然る事態にとどまる心情。

ヲ・オ

カラトゥ・ホラトゥ

時
空
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動
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３、第三期岩崎式日本語動詞活用表（発音はほぼ2009/12時点のようになっているが、表記は2009/8時点のものが望ましい。）

コザ、イェザ、ヲザ、ドゥザ（此ザ、其ザ、彼
ザ、何ザ）

コゾ、イェゾ、ヲゾ、ドゥゾ（此ゾ、其ゾ、彼ゾ、
何ゾ）



書けい 書けい 書き 已然抽化言未然。已に然る事態への努力の未だ然らざる心情。
書けい 書けお 書こ、書きょ 已然抽化言已然。已に然る事態への努力の已に然る心情。
書けあ 書けあ 書か、書きゃ 已然抽出言未然。已に然る事態への甚大な努力の未だ然らざる心情。
書けあ 書けえ 書けー 已然抽出言已然。已に然る事態への甚大な努力の已に然る心情。
書け 書け 書け 命令常観言。
書けん 書けう 書く、書きゅ 命令心描言。命令する事態にとどまる心情。
書けい 書けい 書き 命令抽化言未然。命令する事態への努力の未だ然らざる心情。
書けい 書けお 書こ、書きょ 命令抽化言已然。命令する事態への努力の已に然る心情。
書けあ 書けあ 書か、書きゃ 命令抽出言未然。命令する事態への甚大な努力の未だ然らざる心情。
書けあ 書けえ 書けー 命令抽出言已然。命令する事態への甚大な努力の已に然る心情。

通観言 通観言 通観言 心描・抽化・抽出の三言を形成。
心描言 心描言 心描言 該当の自我に埋没してとどまる自我。

抽化言未然 抽化言未然 該当の自我を脱出せんと苦心する自我。遠く主我を志向。
抽化言已然 抽化言已然 該当の自我を脱出せんと苦心した自我。遠く主我を志向。
抽出言未然 抽出言未然 該当の自我を脱出せんと甚大に苦心する自我。主我を志向。動詞において「コト」「モノ」を形成。
抽出言已然 抽出言已然 該当の自我を脱出せんと甚大に苦心した自我。主我を志向。動詞において「コト」「モノ」を形成。

ヰウ ヰウ ヰウ 自己同一性を一切欠いた自我。 時空同一。識
具間我まで法
性は主に動詞・
言に内包

ヰウン ヰヌウ ウ 自己同一性を一切欠き、それにとどまる自我。
ヰヌイ ヰ 自己同一性を一切欠き、再獲得せんと努力する自我。
ヰヌオ ヲ 自己同一性を一切欠き、再獲得せんと努力した自我。
ヰヌア ワ 自己同一性を一切欠き、再獲得せんと甚大に努力する自我。
ヰヌエ ヱ 自己同一性を一切欠き、再獲得せんと甚大に努力した自我。

ヰウ ヰウンファ ヰウムファ 自己同一性を一切欠かんとする境界にある自我。
ヰウン ヰンファウ ヰムフ 自己同一性を一切欠かんとする境界にあってとどまる自我。

ヰンファイ ヰムフィ 自己同一性を一切欠かんとする境界にあって逃れんと努力する自我。
ヰンファオ ヰムフォ 自己同一性を一切欠かんとする境界にあって逃れんと努力した自我。
ヰンファア ヰムファ 自己同一性を一切欠かんとする境界にあって逃れんと甚大に努力する自我。
ヰンファエ ヰムフェ 自己同一性を一切欠かんとする境界にあって逃れんと甚大に努力した自我。

ヰウ ヰウーファ ヰウーファ 空我と識我の間にある自我。
ヰウン ヰーファウ ヰーフ 空我と識我の間にとどまる自我。

ヰーファイ ヰーフィ 空我と識我の間にあって努力する自我。
ヰーファオ ヰーフォ 空我と識我の間にあって努力した自我。
ヰーファア ヰーファ 空我と識我の間にあって甚大に努力する自我。
ヰーファエ ヰーフェ 空我と識我の間にあって甚大に努力した自我。

ヰウ ヰウファ ヰウファ 自らの身体が他者・他物体とは異なる特定の自我を有することを知った自我。

ヰウイ

ヰウア

ヰウイ

ヰウア

ヰウイ

ヰウア

抽化言

抽出言

空
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４、第三期岩崎式日本語燈詞変化表
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ヰウン ヰファウ ヰフ 自らの身体が他者・他物体とは異なる特定の自我を有することを知ったにとどまる自我。
ヰファイ ヰフィ 自らの身体が他者・他物体とは異なる特定の自我を有することを知って努力する自我。
ヰファオ ヰフォ 自らの身体が他者・他物体とは異なる特定の自我を有することを知って努力した自我。
ヰファア ヰファ 自らの身体が他者・他物体とは異なる特定の自我を有することを知って甚大に努力する自我。
ヰファエ ヰフェ 自らの身体が他者・他物体とは異なる特定の自我を有することを知って甚大に努力した自我。

ヰウン ヰウファテ ヰウファテ 識我と具我の間にある自我。 ここまで、自由
終止・係り結び
の許容

ヰウンヌン ヰファテウ ヰファトゥ 識我と具我の間にとどまる自我。
ヰファテイ ヰファティ 識我と具我の間にあって努力する自我。
ヰファテオ ヰファト 識我と具我の間にあって努力した自我。
ヰファテア ヰファタ 識我と具我の間にあって甚大に努力する自我。
ヰファテエ ヰファテ 識我と具我の間にあって甚大に努力した自我。

ヰウンデ ヰウンテ ヰウムテ 人為的手段・道具をもって物理的に離れた他者・他物体・自然を改変せんとする自我。 活主間我まで
法性は主に格
詞・助詞・助動
詞・言に内包

ヰウンデン ヰンテウ ヰムトゥ 人為的手段・道具をもって物理的に離れた他者・他物体・自然を改変せんとするにとどまる自我。
ヰンテイ ヰムティ 人為的手段・道具をもって物理的に離れた他者・他物体・自然を改変せんと努力する自我。
ヰンテオ ヰムト 人為的手段・道具をもって物理的に離れた他者・他物体・自然を改変せんと努力した自我。
ヰンテア ヰムタ 人為的手段・道具をもって物理的に離れた他者・他物体・自然を改変せんと甚大に努力する自我。
ヰンテエ ヰムテ 人為的手段・道具をもって物理的に離れた他者・他物体・自然を改変せんと甚大に努力した自我。

ヰウーデ ヰウーテ ヰウーテ 具我と及我の間にある自我。
ヰウーデン ヰーテウ ヰートゥ 具我と及我の間にとどまる自我。

ヰーテイ ヰーティ 具我と及我の間にあって努力する自我。
ヰーテオ ヰート 具我と及我の間にあって努力した自我。
ヰーテア ヰータ 具我と及我の間にあって甚大に努力する自我。
ヰーテエ ヰーテ 具我と及我の間にあって甚大に努力した自我。

ヰウデ ヰウテ ヰウテ 人為的手段・道具をもって物理的に接触している他者・他物体・自然を改変せんとする自我。

ヰウデン ヰテウ ヰトゥ 人為的手段・道具をもって物理的に接触している他者・他物体・自然を改変せんとするにとどまる自我。
ヰテイ ヰティ 人為的手段・道具をもって物理的に接触している他者・他物体・自然を改変せんと努力する自我。
ヰテオ ヰト 人為的手段・道具をもって物理的に接触している他者・他物体・自然を改変せんと努力した自我。
ヰテア ヰタ 人為的手段・道具をもって物理的に接触している他者・他物体・自然を改変せんと甚大に努力する自我。
ヰテエ ヰテ 人為的手段・道具をもって物理的に接触している他者・他物体・自然を改変せんと甚大に努力した自我。

ヰウデノ ヰウテノ ヰウテノ 及我と希我の間にある自我。 ここまで、「レル
（ラレル）」の未
分離を許容

ヰウデノン ヰテノウ ヰテヌ 及我と希我の間にとどまる自我。
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ヰテノイ ヰテニ 及我と希我の間にあって努力する自我。
ヰテノオ ヰテノ 及我と希我の間にあって努力した自我。
ヰテノア ヰテナ 及我と希我の間にあって甚大に努力する自我。
ヰテノエ ヰテネ 及我と希我の間にあって甚大に努力した自我。

ヰウンノ ヰウンノ ヰウムノ 実現の可能性にかかわらず、他者・他物体を欲求・希望・愛好する自我。
ヰウンノン ヰンノウ ヰムヌ 実現の可能性にかかわらず、他者・他物体を欲求・希望・愛好するにとどまる自我。

ヰンノイ ヰムニ 実現の可能性にかかわらず、他者・他物体を欲求・希望・愛好することに努力する自我。
ヰンノオ ヰムノ 実現の可能性にかかわらず、他者・他物体を欲求・希望・愛好することに努力した自我。
ヰンノア ヰムナ 実現の可能性にかかわらず、他者・他物体を欲求・希望・愛好することに甚大に努力する自我。
ヰンノエ ヰムネ 実現の可能性にかかわらず、他者・他物体を欲求・希望・愛好することに甚大に努力した自我。

ヰウーノ ヰウーノ ヰウーノ 希我と能我の間にある自我。 ここまで、「セル
（サセル）」の未
分離を許容

ヰウーノン ヰーノウ ヰーヌ 希我と能我の間にとどまる自我。
ヰーノイ ヰーニ 希我と能我の間にあって努力する自我。
ヰーノオ ヰーノ 希我と能我の間にあって努力した自我。
ヰーノア ヰーナ 希我と能我の間にあって甚大に努力する自我。
ヰーノエ ヰーネ 希我と能我の間にあって甚大に努力した自我。

ヰウノ ヰウノ ヰウノ 実現の可能性の高さを知って、他者・他物体を欲求・希望・愛好する自我。 ここまで、「コ
ザ・イェザ・ヲ
ザ・ドゥザ」を許
容

ヰウノン ヰノウ ヰヌ 実現の可能性の高さを知って、他者・他物体を欲求・希望・愛好するにとどまる自我。
ヰノイ ヰニ 実現の可能性の高さを知って、他者・他物体を欲求・希望・愛好することに努力する自我。
ヰノオ ヰノ 実現の可能性の高さを知って、他者・他物体を欲求・希望・愛好することに努力した自我。
ヰノア ヰナ 実現の可能性の高さを知って、他者・他物体を欲求・希望・愛好することに甚大に努力する自我。
ヰノエ ヰネ 実現の可能性の高さを知って、他者・他物体を欲求・希望・愛好することに甚大に努力した自我。

ヰウノガ ヰウノカ ヰウノカ 能我と意我の間にある自我。 ここまで、完了
は「タン」・断
定・丁寧は「ティ
ル・フィス・フィ
リス」を許容

ヰウノガン ヰノカウ ヰノク 能我と意我の間にとどまる自我。
ヰノカイ ヰノキ 能我と意我の間にあって努力する自我。
ヰノカオ ヰノコ 能我と意我の間にあって努力した自我。
ヰノカア ヰノカ 能我と意我の間にあって甚大に努力する自我。
ヰノカエ ヰノケ 能我と意我の間にあって甚大に努力した自我。

ヰウンガ ヰウンカ ヰウムカ 実現不可能であったことを、様々な手段を講じて意志的・随意的に実現できる自我。
ヰウンガン ヰンカウ ヰムク 実現不可能であったことを、様々な手段を講じて意志的・随意的に実現できることを知るにとどまる自我。

ヰウノガア

ヰウノガイ

ヰウノア

ヰウノイ

ヰウーノア

ヰウンノイ
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ヰンカイ ヰムキ 実現不可能であったことを、様々な手段を講じて意志的・随意的に実現することに努力する自我。
ヰンカオ ヰムコ 実現不可能であったことを、様々な手段を講じて意志的・随意的に実現することに努力した自我。
ヰンカア ヰムカ 実現不可能であったことを、様々な手段を講じて意志的・随意的に実現することに甚大に努力する自我。
ヰンカエ ヰムケ 実現不可能であったことを、様々な手段を講じて意志的・随意的に実現することに甚大に努力した自我。

ヰウーガ ヰウーカ ヰウーカ 意我と活我の間にある自我。 ここまで、過去・
現在・未来の未
分離を許容

ヰウーガン ヰーカウ ヰーク 意我と活我の間にとどまる自我。
ヰーカイ ヰーキ 意我と活我の間にあって努力する自我。
ヰーカオ ヰーコ 意我と活我の間にあって努力した自我。
ヰーカア ヰーカ 意我と活我の間にあって甚大に努力する自我。
ヰーカエ ヰーケ 意我と活我の間にあって甚大に努力した自我。

ヰウガ ヰウカ ヰウカ 自らの身体に起こる不随意的行為を他の自然現象と区別する自我。 ここまで、能動・
受動の未分離
を許容

ヰウガン ヰカウ ヰク 自らの身体に起こる不随意的行為を他の自然現象と区別するにとどまる自我。
ヰカイ ヰキ 自らの身体に起こる不随意的行為を他の自然現象と区別することに努力する自我。
ヰカオ ヰコ 自らの身体に起こる不随意的行為を他の自然現象と区別することに努力した自我。
ヰカア ヰカ 自らの身体に起こる不随意的行為を他の自然現象と区別することに甚大に努力する自我。
ヰカエ ヰケ 自らの身体に起こる不随意的行為を他の自然現象と区別することに甚大に努力した自我。

ヰウガ ヰウガ ヰウガ 活我と主我の間にある自我。 ここまで、解離
性障害などで
中我態を許容。

ヰウガン ヰガウ ヰグ 活我と主我の間にとどまる自我。
ヰガイ ヰギ 活我と主我の間にあって努力する自我。
ヰガオ ヰゴ 活我と主我の間にあって努力した自我。
ヰガア ヰガ 活我と主我の間にあって甚大に努力する自我。
ヰガエ ヰゲ 活我と主我の間にあって甚大に努力した自我。

主
我

ワタシガ ワタシガ ワタシガ ラテン語の「ego」、英語の「I」、仏語の「je」などで表される対他我的に独立した近代西洋的自我。
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